
   

第
十
七
回
全
国
棚
田(
千
枚
田)

サ
ミ
ッ

ト
が
徳
島
県
上
勝
町
で
開
催
さ
れ
、
鞍
掛

山
麓
四
谷
の
千
枚
田
か
ら
十
五
名
が
出

席
、
全
国
の
棚
田
保
全
関
係
者
等
か
ら
情

報
を
収
集
、
横
の
繋
が
り
を
広
め
た
有
意

義
な
サ
ミ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。 

 

上
勝
町
は
人
口
千
九
百
四
十
人
、
高
齢

化
率
四
十
九
㌫
、
過
疎
と
高
齢
化
が
同
時

に
進
行
し
て
い
る
四
国
で
一
番
小
さ
な

町
で
あ
る
が
、
中
山
間
の
立
地
条
件
を
最

大
限
に
活
か
し
た
「
つ
ま
も
の
」
の
生
産

で
は
全
国
に
名
を
馳
せ
て
い
る
。 

 

二
十
八
日
、
上
勝
中
学
校
の
体
育
館
を

会
場
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
サ
ミ
ッ
ト

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
棚
田
へ
行
こ
う
」
を
上

勝
小
学
校
児
童
の
合
唱
で
開
会
。
児
童
に

よ
る
上
勝
町
の
取
り
組
み
報
告
、
上
勝
町

の
棚
田
紹
介(

徳
島
大
学
客
員
教
授)

が
あ

っ
た
。
基
調
講
演
は
飯
泉
嘉
門
徳
島
県
知

事
に
よ
る
未
来
へ
つ
な
ご
う
棚
田
は
日

本
の
宝
物
～
農
山
村(

ふ
る
さ
と)

か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
～
が
講
演
さ
れ
た
。 

 

午
後
の
分
科
会
は
上
勝
町
は
町
も
小

さ
く
収
容
施
設
も
な
い
た
め
、
移
動
分
散

し
て
午
後
二
時
か
ら
テ
ー
マ
①
～
④
に

分
か
れ
て
行
わ
れ
た
。
①
棚
田
の
保
全

「
鳥
獣
害
か

ら
棚
田
を
守

る
」
ね
ら
い=

鳥
獣
害
に
よ

る
農
作
物
の

被
害
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
分
科
会
で
は

被
害
が
急
増
し
て
い
る
シ
カ
害
に
焦
点

を
あ
て
、
議
論
さ
れ
た
。
出
席
者 

小
山

泰
弘
・
古
田
久
夫 

知
見:

他
県
に
お
け
る

捕
獲
報
償
費
が
高
価
格
で
あ
る
。
②
棚
田

の
価
値
「
景
観
、
歴
史
、
生
業
、
空
間
等

の
価
値
を
学
ぶ
」
ね
ら
い=

棚
田
は
食
糧

生
産
、
国
土
保
全
、
保
水
、
水
源
涵
養
、

洪
水
調
節
、
景
観
、
交
流
活
用
な
ど
多
面

的
機
能
・
価
値
を
持
つ
。
上
勝
町
は
多
雨

地
に
も
拘
わ
ら
ず
二
百
年
以
上
も
変
化

し
て
い
な
い
希
有
な
土
地
で
あ
る
こ
と

を
題
材
に(

棚
田
を
守
る
価
値)

着
目
し
て

議
論
さ
れ
た
。
出
席
者 

原
田
武
典
・
今

泉
雅
男
・
原
田
英
壽
・
稲
熊
政
人
・
松
下

誠 

知
見:

森
林
管
理
の
充
実
が
災
害
を
起

こ
さ
な
い
。
④
棚
田
と
酒
「
酒
づ
く
り
を

介
し
た
主
体
的
、
継
続
的
な
棚
田
保
全
活

動
」
ね
ら
い=

棚
田
地
域
で
の
新
た
な
る

価
値
創
造
ア
プ
ロ
ー
チ
の
観
点
か
ら
、
酒

づ
く
り
を
介
し
た
主
体
的
、
継
続
的
な
棚

田
保
全
活
動
が
議
論
さ
れ
た
。
出
席
者 

高
橋
孝
行
・
内
藤
成
志
・
丸
地
光
代
・
高

橋
さ
だ
子
・
古
田
み
つ
子
・
小
山
こ
は

る
・
小
山
舜
二 

知
見
と
意
見:

あ
ま
り
、

納
得
し
た
知
見
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
意

見
と
し
て
棚
田
の
厳
し
い
現
実
と
遊
び

心
で
棚
田
の
耕
作
は
無
理
で
あ
る
。
と
主

張
し
た
と
こ
ろ
交
流
会
で
全
国
の
地
に

足
の
つ
い
た
多
く
の
百
姓
仲
間
か
ら
同

意
・
同
感
を
得
た
。 

               

交
流
会
で
は
全
国
の
お
馴
染
み
と
な

っ
た
百
姓
連
中
や
棚
田
保
全
の
立
役
者

中
島
先
生
や
ふ
る
き
ゃ
ら
の
石
塚
さ
ん
、

高
橋
久
代
さ
ん
、
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

高
野
さ
ん
、
木
戸
さ
ん
、
ま
た
、
久
々
に

お
腹
の
ち
い
さ
い
石
井
ル
ポ
な
ど
、
大
勢

と
歓
談
で
き
た
。
た
だ
、
淋
し
か
っ
た
の

は
限
定
五
百
人
に
限
ら
れ
た
た
め
か
、
会

え
る
人
に
会
え
な
か
っ
た(

姥
捨
の
棚
田

な
ど)
の
が
や
や
心
残
り
で
あ
っ
た
。 

 

二
日
目(
二
十
九
日)

の
現
地
視
察
は
①

樫
原
地
区
【
重
要
文
化
的
景
観
指
定
】(

原

田
武
典
、
小
山
舜
二)

②
八
重
地
地
区
【
日

本
の
里
１
０
０
選
】(
村
雲
伸
一
、
今
泉
雅

男
、
原
田
英
壽
。
内
藤
成
志
、
丸
地
光
代
、

小
山
こ
は
る)

③
市
宇
地
区
【
天
上
の
楽

園
】(

高
橋
孝
行
、
稲
熊
政
人
、
高
橋
さ
だ

子)

④
田
野
々
地
区【
か
お
り
風
景
１
０
０

選
】(

小
山
泰
弘
・
古
田
久
夫
・
松
下
誠
・

古
田
み
つ
子)

の
四
か
所
に
振
り
分
け
、情

報
を
収
集
し
た
。 

樫
原
の
棚
田
は
集
落
下
に
点
在
、
耕
作

放
棄
地
、
休
耕
地
が
目
立
っ
た
が
、
重
要

文
化
的
景
観
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後

も
指
定
地
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。 

                 

四
谷
の
千
枚
田
も
「
重
要
文
化
的
景

観
」
指
定
の
要
素
は
充
分
に
備
わ
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
一
刻
も
早
い
指
定
を
望
み

な
さ
い
。
と
多
く
の
関
係
者
か
ら
後
を
押

さ
れ
た
。(

参
考
＝
重
要
文
化
的
景
観
に
つ

い
て
の
詳
細
は
「
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ

り
」
第
五
十
一
号
に
提
言
、
掲
載
し
た) 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 99 号  

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
報
告 



は
ね
込
み
特
別
出
演 

 
 

十
一
月
五
日
～
七
日
、
全
国
民
族
芸
能

学
会
・
ま
つ
り
同
好
会
五
十
周
年
記
念
大

会
が
新
城
観
光
ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
か

れ
た
。 

 

大
会
参
加
者
の
見
学
会
の
一
環
と
し

て
五
日
に
「
身
平
橋
の
は
ね
こ
み
」
、「
大

海
の
放
下
」
が
、
六
日
に
は
「
鳳
来
寺
田

楽
」
、
「
黒
沢
田
楽
」
、
「
田
峰
田
楽
」
が
そ

れ
ぞ
れ
出
演
、
大
会
に
華
を
も
た
せ
た
。 

                

ま
つ
り
存
続
の
危
機
は
何
処
で
も
み

ら
れ
保
存
会
を
設
立
、
ど
う
に
か
こ
う
に

か
継
承
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
中
、
私

た
ち
の
村
は
戦
中
、
戦
後
の
物
資
不
足
の

時
代
で
も
昔
か
ら
の
姿
、
「
西
組
共
進

連
」
と
し
て
若
い
衆
を
柱
に
、
中
老
衆(

念

仏)

で
継
続
し
て
い
る
。本
日
も
二
十
八
戸

の
な
か
で
二
十
三
人
が
参
加
。
盆
に
な
れ

ば
里
帰
り
を
交
え
、
若
い
衆
だ
け
で
も
三

十
人
を
超
し
、
盛
大
に
催
さ
れ
る
。 

四
谷
の
千
枚
田
を
守
る
力
が
念
仏
踊
り

の
継
続
、
継
承
に
も
繋
が
る
も
の
と
信
じ

て
や
ま
な
い
。
と
解
説
し
た
。 

三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト
に
出
席
し
て 

十
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
、
第
十
九
回

三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
トin

浜
松
が
ア
ク
ト

シ
テ
ィ
浜
松
を
会
場
に
開
催
。
小
山
舜
二

が
出
席
し
た
。
全
体
会
に
先
立
ち
、
午
前

中
に
開
か
れ
た
圏
域
で
活
動
す
る
住
民
団

体
に
よ
る
意
見
交
換
会
「
三
遠
南
信
地
域
住

民
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
は
、
市
民
レ
ベ
ル
の
社

会
的
事
業
の
連
携
を
進
め
よ
う
と
、
地
産
地

消
連
携
、
歴
史
文
化
の
観
光
交
流
・
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
連
携
、
市
民
連
携
の
情
報
交
流
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。
○
「
歴
史
的
文
化

に
は
食
文
化
が
共
に
あ
る
。
こ
れ
を
次
世
代

に
引
継
ぎ
、
広
い
地
域
に
広
め
て
い
き
た

い
」
○
農
家
連
携
に
よ
っ
て
信
州
の
食
文
化

「
新
し
い
時
代
の
塩
の
道
を
作
っ
て
い
く

時
期
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
等
々
の
提

案
が
あ
っ
た
。 

三
遠
南
信
自
動
車
道
の
開

通
を
見
据
え
、
山
間
部
を
中
心
と
し
た
連
携

の
深
ま
り
を
促
進
、
期
待
す
る
声
が
多
い
中

で
情
報
収
集
力
や
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を

促
進
、
期
待
す
る
声
が
多
か
っ
た
。 

横
浜
ゴ
ム
に
藁
出
荷 

 

横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
は
今
年
も
環
境

に
や
さ
し
く
育
て
た
稲
藁
を
購
入
し
て

頂
い
た
。
千
枚
田
は
急
峻
な
地
形
で
作
業

効
率
も
悪
く
、
一
戸
当
た
り
の
耕
作
面
積

も
尐
な
く
生
産
性
に
乏
し
く(

お
金
に
な

ら
な
い)

、趣
味
の
園
芸
に
近
い
状
況
で
あ

る
。
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
は
市
内
の
大
企

業
で
あ
り
、
新
入
社
員
研
修
、
植
樹
祭
な

ど
の
催
し
を
介
し
て
の
両
者
の
交
流
も

深
く
、
そ
の
実
情
を
充
分
に
察
知
。
大
き

な
応
援
を
頂
い
て
い
る
。 

 

棚
田
の
百
姓
達
は
、
藁
を
買
っ
て
頂
く

横
浜
ゴ
ム
様
々
と
感
謝
し
て
い
る
。 

                  

ふ
る
さ
と
指
導
員
連
絡
会
議 

 
十
一
月
十
五
日
、豊
田
市
武
節
町(

ど
ん

ぐ
り
工
房)

に
お
い
て「
中
山
間
地
域
に
お

け
る
農
地
や
農
業
用
施
設
の
保
全
と
地

域
住
民
活
動
の
活
性
化
を
一
層
推
進
す

る
た
め
、
指
導
員
の
連
携
と
活
動
の
質
的

向
上
を
図
る
こ
と
」
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、

原
田
英
史
・
小
山
舜
二
が
出
席
す
る
。 

講
演
依
頼 

 

豊
田
市
築
羽
自
治
区
＆
つ
く
ば
元
気

ク
ラ
ブ
一
行
四
十
名
が
中
山
間
地
に
お

け
る
諸
問
題
を
抱
え
、
去
る
、
八
月
二
十

五
日
に
訪
れ
た
。
そ
の
折
「
四
谷
の
千
枚

田
」
を
地
域
の
宝
と
し
て
保
存
会
、
お
助

け
隊
、
棚
田
っ
娘
等
々
、
校
区
が
一
体
と

な
っ
て
「
む
ら
づ
く
り
」
に
邁
進
し
て
い

る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
こ
の
事
例
を
築
羽

自
治
区
民
に
呼
び
か
け
、
「
む
ら
づ
く

り
」
の
一
考
に
し
た
い
と
講
師
依
頼
が
あ

り
、
十
二
月
十
日
、
四
谷
の
千
枚
田
・
連

谷
地
区
の
「
頑
張
り
」
を
紹
介
し
て
く
る
。 

地
域
環
境
整
備
活
動 

 

十
一
月
十
三
日
、
連
谷
お
助
け
隊
、
保

存
会
、
地
元
協
力
で
与
良
木
地
内
を
中
心

に
市
道
、
生
活
道
の
枝
打
ち
な
ど
、
住
環

境
整
備
を
行
い
、
地
区
民
か
ら
大
変
喜
ば

れ
た
。(

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業
活
用) 

餅
つ
き
大
会 

 

十
二
月
十
一
日(

日)

、
午
前
十
時
か
ら

十
四
時
ま
で
、
ふ
れ
あ
い
広
場
に
お
い
て

「
収
穫
感
謝
祭
」
～
み
ん
な
で
感
動
！
収

穫
イ
ベ
ン
ト
～
と
題
し
て
餅
つ
き
大
会

を
行
う
。
こ
の
催
し
は
、
保
存
会
、
お
助

け
隊
、
棚
田
っ
娘
な
ど
の
協
力
で
趣
向
を

凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
装
い
を
新

た
に
開
催
す
る
。 

～
み
ん
な 

来
て
お
く
れ
ん
の
ん
～ 

行 
 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
五
日 

 
 
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 
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